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Ⅰ．行事作文への「きゅうちゃん」導入の経緯　　

　行事作文という言葉は学校現場でよく用いられ

る。日常の教科学習活動はもちろん，特別活動の

1 つである学校行事によっても子どもたちは大き

く成長する。目的に向かって，目標を定め，その

目標を達成するために練習や準備の過程を通して

子どもたちは変容していく。その一連のあり様を

子どもたち自身がふりかえる 1 つの手立てとし

て書くのが行事作文である。

　しかし，書くことが得意で書くことが好きな子

どもたちには苦にならなくても多くの子どもは作

文には苦手意識を持っている。

　小学校学習指導要領解説国語編（2017）では，

次のようにうたわれている。

「Ｂ書くこと」に関する配慮事項⑸　第２の各
学年の内容の〔思考力，判断力，表現力等〕の「Ｂ
書くこと」に関する指導については，第１学
年及び第２学年では年間 100 単位時間程度，
第３学年及び第４学年では年間 85単位時間
程度，第５学年及び第６学年では年間 55 単
位時間程度を配当すること。その際，実際に
文章を書く活動をなるべく多くすること。

実践報告

特別支援学級における行事作文指導
―看図アプローチで思い出す―

田中　岬 1)

TANAKA Misaki 

キーワード：特別支援・看図アプローチ・きゅうちゃん・行事作文

概　要
　本報告は，特別支援学級における行事作文指導の実践報告である。行事作文というのは，運動会や学

芸会，遠足など，小学校で行事が終わるごとに国語科で取り組む作文のことである。しかし，大きな行

事の後には振替休日や週末などがあり次の授業日までに間がある。特別支援学級の子どもにとって，準

備や練習期間までも遡り，つぶさに思い出して書くことは困難である。そんなときに役立つのが「看図

アプローチ」である。「看図アプローチ」は思い出す前に「見る」ことから始まる。見れば思い出せる

のである。自分自身を投影できる絵教材「きゅうちゃん」の登場で子どもたちは勇んで書き始める。教

師が「思い出してほしい場面」を「きゅうちゃん」の絵図に託して提示することで，特別支援学級の子

どもたちに過ぎた日の出来事や自分の気持ちを思い出させる助けとなった。「きゅうちゃん」絵図の読

解を通して，子どもたちは多くの言葉を発した。絵図の受け止め方の違いを伝え合い，相手の考えや気

持ちに寄り添う姿も見られた。発した言葉をつなぎ合わせることで特別支援学級の子どもたちに互いの

他者理解，自己理解を促した。このようにして子どもたちと創る授業の中で，行事までの練習過程や発

表当日の生き生きとした様子や思いを表現した行事作文を書いてもらうことができた。
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　低学年は 100 時間相当である。しかし，書く

こととは，行事作文ばかりではない。読書感想文

や，物語教材の登場人物へのお手紙，日記，また，

その他の教科や特別活動との横断的活動として生

活科の観察記録文や社会見学のまとめ，外部講師

の授業へのお礼状なども含まれる。そうなると国

語科で取り組む行事作文は，教科書の進度の合間

を縫って書くため，じっくりと思い出を語り合っ

たり，みんなでゆっくり思い出したりする時間が

取れないこともある。子どもたちは「楽しかった。」

「頑張った。」と言うが，それだけでは作文になら

ない。「何を？」「どんなふうに？」そう問いかけ

ると結局，子どもたちは「どう書いていいかわか

らない。」（鹿内 2003，p.118）と言う。「もう，

忘れた。」と言う。

　筆者の担当するクラスには２年生児童３名が在

籍している。障害の特性から，特別支援学級にお

いてあらゆる指導は「即時対応」が基本である。

何日も前に起こったこと（ときには，数時間前に

起こったこと）を思い出して「そのとき，どんな

気持ちだったのか。」「何をしたのか。」「なぜ，そ

う思ったのか。」という発問には答えに窮する児

童もいる。ところが，学校行事についての作文を

書くとなると，2 ～ 3 週間前から始まる練習や場

合によっては 1 か月にも及ぶ準備期間の過程か

ら思い出して，自分がどんなことをやってきたか，

そのときどんな気持ちでいたか，そして発表当日

はどんな結果になったかなど，順序立てて思い出

して書かなければならない。特別支援学級にはこ

の一連の活動が難しい児童も在籍している。

　授業をする立場からすると，子どもたちに行事

の興奮が冷めやらぬうちに高揚した気持ちや行事

に取り組んだ達成感を文章にさせたいと願う。し

かし，大きな行事の後には週末や振替休日などが

あり，子どもの立場からすると，次の登校日には

気持ちはリセットされている。3 ～ 4 日後の登校

日に待ってましたとばかりに書かされる行事作文

である。「思い出して書こう。」と言われても「何

から，どうやって書き始めたらよいかわからない」

のだ。

　筆者は，これまで通常学級における１年生の説

明文づくり（田中 2022），１年生の思い出作文（田

中・石田 2022）指導の際に「きゅうちゃん」を

用いてきた。「きゅうちゃん」は全国看図アプロー

チ研究会のマスコット的キャラクターであり，石

田が発案・開発したビジュアルテキストでもある

（石田 2022・2023）。本学級（特別支援）にお

いても，「きゅうちゃん」絵図を使った自立活動

及び国語科でのお話づくり（田中 2023）を行っ

てきた。その際，自分の考えを言葉にして相手に

伝えることが少ない子どもが在籍する情緒障害の

クラスでも，「きゅうちゃん」絵図を用いること

で言葉による気持ちや考えの表出がたくさん見ら

れた。そこで，少ない授業時数で，学校行事を思

い出して書く作文にも「きゅうちゃん」絵図が有

効ではないかと考えた。

　取り組んだのは，9 月末に行われたマラソン記

録会の作文と 10 月末の学芸会の作文である。ま

ず，次章でマラソン記録会の作文指導について報

告する。

Ⅱ．マラソン記録会作文の指導計画
Ⅱ－ 1　対象児童・授業者・実践時期など
◇対 象 児 童 ：特別支援 ( 情緒 ) 学級

　　　　　　　在籍児童３名

◇授 業 者 ：筆者（田中　岬）

◇実 践 時 期 ：10 月初旬　

◇倫理的配慮：本論文で紹介する実践データ，作

文，ワークシートなどを掲載するにあたって

は，保護者からの掲載許可の同意書をもらっ

ている。（2022 年 12 月 22 日）

Ⅱ－２　単元・目標・授業計画
◇単元名：マラソン記録会の作文を書こう

　練習の時や本番でどんなことがあったか，した

こと，考えたことを思い出して書こう。

◇指導目標

◎経験したことから書くことを見付け，必要な事

柄を集めたり確かめたりして，伝えたいこと

を明確にして書くことができる。（書くことア）

◎自分の思いや考えが明確になるように，事柄の
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順序に沿って簡単な構成を考えて文に表わす

ことができる。（書くことイ）

　　授業の進め方を表 1 に示す。

【１時間目】
・マラソン記録会のことを思い出して作文を書くことを確認する。（5分）
・ワークシート①に沿って，マラソン練習の時，どんなことがあったか全体で思い出す。（10分）
・ワークシート①に各自記入する。（友達が言ったことも書いてよい）（6分）
・ワークシート②に沿って，マラソン練習の時の自分きゅうちゃんと話をする。聞きたいことや言いたい
　ことを考えて発表する。（10分）
・ワークシート②に各自記入する。（友達の言ったことも書いてよい）（6分）
・ワークシート①②をロイロノートで共有し交流する。（5分）
・まとめ，次時予告（ワークシート③④に進む）（3分）

【２時間目】
・前時想起（5分）
・ワークシート③に沿って，マラソン本番の時，どんなことがあったか，何が見えたかなど全体で思い出す。
　（10分）
・ワークシート③に沿って，各自記入する。（友達が言ったことも書いてよい）（6分）
・ワークシート④に沿って，マラソン本番の時の自分きゅうちゃんと話をする。聞きたいことや言いたい
　ことを考えて発表する。（10分）
・ワークシート④に沿って，各自記入する。（友達の言ったことも書いてよい）（6分）
・ワークシート③④をロイロノートで共有し交流する。（5分）
・まとめ，次時予告（ワークシート①②③④を見ながら作文用紙に作文を書く）（3分）

【3・4時間目】
・作文用紙に清書する。
・推敲する。
・まとめ，ふりかえりをする。

表 1　指導計画

Ⅱ－３　教材（ワークシート①～④）

作文ワークシート

マ
ラ
ソ
ン
作
文
メ
モ

名
ま
え

①

マ
ラ
ソ
ン
の
れ
ん
し
ゅ
う
の
と
き

ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
か

お
も
い
だ
し
て

か
こ
う
。
し
た
こ
と
・
そ
の
と
き
の
き
も
ち

ど
こ
で

い
つ

れ
ん
し
ゅ
う
し
ま
し
た
か
。

は
し
っ
て
い
る
と
き

な
に
を
考
え
た
か
な
。

思
い
出
す
こ
と
は

何
か
な
。

ワークシート①

作文ワークシート

③ ② ① ②
マ
ラ
ソ
ン
れ
ん
し
ゅ
う
の
と
き
の
じ
ぶ
ん
き
ゅ
う
ち
ゃ
ん
と
は
な
し
を
し
よ
う
。

き
き
た
い
こ
と
や
い
い
た
い
こ
と
を
か
こ
う
。

し
つ
も
ん
れ
い
何
し
ゅ
う
し
ま
し
た
か
。→

答
え
れ
い

い
つ
も
五
し
ゅ
う
は
し
っ
た
よ
。

ワークシート②
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Ⅲ．マラソン作文授業の実際
Ⅲ－ 1　授業の概略と教材について
　授業の進め方は上掲「指導計画」（表 1）のと

おりであるが，概略をまとめておく。

授業の概略
【1時間目】

マラソン記録会の作文を書く勉強が始まること

を確認する。ワークシート①から指示文に沿って

全体交流，個人思考，記入の流れでワークシート

②まで進む。ワークシート①②の記入まで済んだ

らロイロノートで各自撮影して共有する。

【2時間目】
　1 時間目と同様にワークシート③④を完成しロ

イロノートで共有する。

【3・4時間目】
　完成したワークシートをもとに作文用紙に清書

する。ワークシートごとに改行し段落を分けて書

いていくことをその都度指示し個別に確認する。

書きあがったら個別に推敲の支援を行う。

教材（ワークシート）
　この「マラソン作文」の授業では，全部で 4

枚のワークシートを活用する。すべてのワーク

シートに，はちまきをしてマラソンをしている

きゅうちゃんの絵図を挿絵として載せてある。

ワークシート①は，マラソン記録会の練習時のこ

とを思い出して，したことや気持ちを書くワーク

シートである。ワークシート②はマラソン練習時

の自分と語り合う（自分に聞きたいことや言いた

いことを書く）ワークシートである。ワークシー

ト③はマラソン記録会本番の時に見えたものや，

したこと，気持ちなどを書くワークシートである。

ワークシート④はマラソン記録会本番の時の自分

と語り合う（聞きたいことや言いたいことを書く）

ワークシートである。

　まず全体でワークシートの指示文を読み，指示

（発問）を確認し，自由に考えを発表させる。次

に指示に沿って各自ワークシートに記入してい

く。この時，全体発表で出た友達の考えも書いて

もよいことにする。

　これまでの筆者の看図アプローチを活用した

「書くこと」に関する授業では，自分のしたこと

や気持ちを言葉にする際に，子どもたちそれぞれ

に，ワークシートの発問にふさわしい「自分きゅ

うちゃん」を選ばせていた。しかし，今回はマラ

ソンという行事の性質から，それぞれに自分に似

た絵図を選ばせる必要がないと考え，各自にきゅ

うちゃん絵図を選ばせることはせず，走っている

姿の同一のきゅうちゃん絵図 1 枚のみ提示した。

それを自分きゅうちゃんと見立て（変換），練習

の時，本番の時，それぞれ何を思ったかどんなこ

とをしたか，そのときの自分を想像して（思い出

して）書かせる（要素関連づけ・外挿）にとどめ

た。それぞれのワークシートには，以下の発問ご

とにマス目を施した記述欄を設けた。

作文ワークシート

③
マ
ラ
ソ
ン
本
ば
ん
の
と
き

ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
か
な
。
何
が
見
え
た
か
な
。

し
た
こ
と
・
そ
の
と
き
の
き
も
ち

ど
こ
で

い
つ

本
ば
ん

で
し
た
か
。

は
し
っ
て
い
る
と
き

な
に
を
考
え
た
か
な
。

は
し
っ
て
い
る
と
き

思
い
出
す
こ
と
は

何
か
な
。

ゴ
ー
ル
し
た
と
き

思
い
出
す
こ
と
は

何
か
な
。

作文ワークシート

④
マ
ラ
ソ
ン
本
ば
ん
が
お
わ
っ
た
と
き
の
じ
ぶ
ん
き
ゅ
う
ち
ゃ
ん
と
は
な
し
を
し
よ
う
。

き
き
た
い
こ
と
や
い
い
た
い
こ
と
を
か
こ
う
。

ワークシート③ ワークシート④
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①練習の時，どんなことがあったか思い出し

　て書こう。

②練習の時の自分きゅうちゃんと話をしよう。

③本番の時，どんなことがあったかな。何が

　見えたかな。

④本番の時の自分きゅうちゃんと話をしよう。

Ⅲ－２　授業記録と発表内容
Ⅲ－ 2－１　【1時間目】
　ワークシートを配付すると，「このきゅうちゃ

ん，運動会きゅうちゃん。マラソンじゃない。」「わ

たし，はちまきしてない。」と言い始める児童が

いた。筆者は，「そうだね。でもこれがマラソン

をしているときの自分きゅうちゃんだと思って考

えてね。」と伝えて授業を進めようとした。他の

児童は納得してワークシート①の指示文を読み，

練習時の様子を思い出し，発表することができた。

以下に授業の一部を紹介する。Ｃは児童，Ｔは授

業者（筆者）である。なお，倫理的配慮の観点か

ら一人称はすべて「わたし」に統一している。

T　じゃあ，まず，練習は，どこで，したんだっ

　たかな？

C1　体育館とか，グラウンド。

T　うん，そうだね。それじゃあ，体育館とか

　グラウンドで，一日のうちで，いつマラソ

　ン練習したかな。

C3　これ，マラソンじゃない。

C2　ロケット公園でもした。

T　ああ，そうだよね。ロケット公園にも行っ

　たね。いつ？

C1　2 の休み。

T　うん，いいね。そうだね。C3 さん，おん

　なじかな？

C3　同じだけど，このきゅうちゃん，運動会。

T　うん，そうだね。でも，このきゅうちゃん

　走ってるから，マラソンにして。

C3　運動会。

C1　いいしょ，このきゅうちゃん，マラソン

　だよ。

C3　マラソンの時，はちまきしてない。わたし。

C2　C3，でもマラソンでもいいよ。

T　ありがとう。C2 さん。じゃあ，このきゅ

　うちゃん，自分だと思ってね。きゅうちゃん，

　練習で走ってる時，何考えていたかな。

C2　足が痛いけど頑張る。走れる。

T　うん。

C1　走ってるとき，頑張るぞ～って心の中で

　言った。

C2　自分との闘い。

T　ほ～。

C1　あきらめないで走る。最後まで。

T　うん，いいね。いっぱい出てきたね。思い

　出してきたね。C3 さんは，練習のときどん

　なこと考えて走っていたかな。

C3　（首をかしげる）

T　思い出せないかなあ。それじゃあ，ワーク

　シートの①番，書けるところを書いてくだ

　さい。

C1　もう，言いながら書いたよ。少し。

　

　こうして，思い出したことを発表し，友達の話

を聞いた後，ワークシート①を記入した。その後，

ワークシート②の内容についても話し合い，各自

記入した。２人はワークシート②の「自分きゅう

ちゃんに聞きたいこと」として実際のコースを走

る練習をした際の２回の順位を問うていた。１人

は，ワークシートに提示した「きゅうちゃん絵図」

がマラソンの絵図ではないということに気持ちが

向いたまま，この日は「どこで練習したか」とい

う発問に答えてワークシートに記入するにとど

まった。

　特別支援学級児は，あるこだわりを持ったとき，

そのことに気持ちが集中して，今やらなければな

らない課題に向き合うことができない状態になる

ことがある。この日のこの状況を回避するために，

「きゅうちゃんのはちまきを体育帽子に描き換え

てもよい」とすれば他の児童と同じように課題に
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向き合うことができたかもしれない。

　発表内容は，以下にそれぞれのワークシート①

②で紹介する。（ワークシートは誤字，脱字が多

く読みづらいものもあるため，筆者が，誤字を訂

正し，抜けている文字を補ってパソコンで入力し

たものを掲示する。漢字仮名表記は児童が書いた

ままとするが，読みやすさを考慮して分かち書き

にしてある。）

作文ワークシート

マ
ラ
ソ
ン
作
文
メ
モ

名
ま
え

①

マ
ラ
ソ
ン
の
れ
ん
し
ゅ
う
の
と
き

ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
か

お
も
い
だ
し
て

か
こ
う
。
し
た
こ
と
・
そ
の
と
き
の
き
も
ち

ど
こ
で

い
つ

れ
ん
し
ゅ
う
し
ま
し
た
か
。

は
し
っ
て
い
る
と
き

な
に
を
考
え
た
か
な
。

思
い
出
す
こ
と
は

何
か
な
。

作文ワークシート

③ ② ① ②
マ
ラ
ソ
ン
れ
ん
し
ゅ
う
の
と
き
の
じ
ぶ
ん
き
ゅ
う
ち
ゃ
ん
と
は
な
し
を
し
よ
う
。

き
き
た
い
こ
と
や
い
い
た
い
こ
と
を
か
こ
う
。

し
つ
も
ん
れ
い
何
し
ゅ
う
し
ま
し
た
か
。→

答
え
れ
い

い
つ
も
五
し
ゅ
う
は
し
っ
た
よ
。

た
い
い
く
か
ん
で　

２
の
休
み
に　

れ
ん
し
ゅ
う
を
し
ま
し

た
。

さ
い
し
ょ
の
は
し
っ
た
カ
ー
ド
は
何
ば
ん
で
し
た
か
。
→
１
９

ば
ん
か
ら
１
０
ば
ん
に
な
り
ま
し
た
。

は
し
っ
て
い
る
と
き　

が
ん
ば
る
ぞ
～
っ
て
心
の
中
で
い
っ

た
。
あ
き
ら
め
な
い
で
い
こ
う
。

マ
ラ
ソ
ン
カ
ー
ド
は
何
ま
い
で
す
か　

→
２
ま
い
。

は
じ
め
て
マ
ラ
ソ
ン
の
れ
ん
し
ゅ
う
を
や
っ
た
と
き
、
と
も
だ

ち
と
ぶ
つ
か
っ
て
こ
ろ
ん
じ
ゃ
っ
た
こ
と
を
お
も
い
だ
し
た
。

ゴ
ー
ル
ま
で
つ
い
た
ら
、
ど
う
思
い
ま
し
た
か
。

→
や
っ
た
～
っ
て
思
い
ま
し
た
。
い
っ
ぱ
い
は
し
っ
た
ぞ
～
と

思
い
ま
し
た
。
み
ん
な
が
お
う
え
ん
し
て
く
れ
た
か
ら
よ
か
っ

た
。

完成した C1 のワークシート①

完成した C1 のワークシート②
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作文ワークシート

マ
ラ
ソ
ン
作
文
メ
モ

名
ま
え

①

マ
ラ
ソ
ン
の
れ
ん
し
ゅ
う
の
と
き

ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
か

お
も
い
だ
し
て

か
こ
う
。
し
た
こ
と
・
そ
の
と
き
の
き
も
ち

ど
こ
で

い
つ

れ
ん
し
ゅ
う
し
ま
し
た
か
。

は
し
っ
て
い
る
と
き

な
に
を
考
え
た
か
な
。

思
い
出
す
こ
と
は

何
か
な
。

作文ワークシート

③ ② ① ②
マ
ラ
ソ
ン
れ
ん
し
ゅ
う
の
と
き
の
じ
ぶ
ん
き
ゅ
う
ち
ゃ
ん
と
は
な
し
を
し
よ
う
。

き
き
た
い
こ
と
や
い
い
た
い
こ
と
を
か
こ
う
。

し
つ
も
ん
れ
い
何
し
ゅ
う
し
ま
し
た
か
。→

答
え
れ
い

い
つ
も
五
し
ゅ
う
は
し
っ
た
よ
。

ロ
ケ
ッ
ト
公
園
で
れ
ん
し
ゅ
う
し
た
。

カ
ー
ド
は
な
ん
ば
ん
で
し
た
か
。
→
さ
い
し
ょ
は
、
５
６
ば
ん

だ
っ
た
け
ど
三
回
目
の
と
き
は
４
３
ば
ん
で
し
た
。

「
足
が
い
た
い
け
ど
が
ん
ば
る
。
は
し
れ
る
。
じ
ぶ
ん
と
の
た

た
か
い
。
」
。

一
年
生
の
と
き
「
な
ん
か
い
も
こ
ろ
ん
じ
ゃ
っ
た
な
～
。
い
た

か
っ
た
け
ど
が
ん
ば
っ
た
。
」
と
思
い
出
し
て
き
ま
し
た
。

完成した C2 のワークシート①

完成した C2 のワークシート②
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Ⅲ－ 2－ 2　【2時間目】
２時間目はワークシート③④について考えた。

以下に２時間目の授業記録の一部を紹介する。

T　マラソン記録会の本番のとき，どんなこと

　を考えて走っていたかな。

C1　いつもより頑張れた。速く走れた。

C3　ママが見えた。

T　そうだね，C3 さんのママいたねえ。

C2　1 年生のときもいっぱい，一生懸命，走っ

　たなあ。

C1　お父さんやお母さんたちがいっぱいいる

　なあ。

T　ああ，応援に来てくれていたねえ。

C3　わたし，お父さんは来なかった。会社だ

　から。

T　うん，お仕事のお父さんやお母さんもいる

もんね。来られないお家の人もいたよね。

いっぱいいたよ。でもきっと，お仕事しな

がら，頑張れ～って応援してくれていたと

先生，思うよ。

C1　C1 は，もっと走ろうって思った。

C2　わたしも，自分との闘いだから一生懸命

　走ろうって思いました。

T　そうだね。C2 さん，苦しかったけど頑張っ

　たねえ。それじゃあ，今みんなで思い出し

　たこと，ワークシート③に書こう。

…中略…

T　じゃあ今度はワークシート④，これで最後

　だよ。

C1　少ないな，今日。

T　そうだね。前のお話づくりのときはもっと

いっぱいあったもんね。ワークシートね。

さあ，最後は，本番のときの自分きゅうちゃ

んに言いたいことや聞きたいことを考えて

ね。何て言おうか。

C1　たくさん走ったね。

C3　頑張ったね。金メダルあげる。

T　わあ，自分きゅうちゃんにご褒美あげるん

　だ。C3 さん。いいね，それ。

C2　わたしも。前は 43 番で，（本番は）46

番になったけど，足は速い（練習のときより，

みんなのタイムが速くなっていた）からス

作文ワークシート

マ
ラ
ソ
ン
作
文
メ
モ

名
ま
え

①

マ
ラ
ソ
ン
の
れ
ん
し
ゅ
う
の
と
き

ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
か

お
も
い
だ
し
て

か
こ
う
。
し
た
こ
と
・
そ
の
と
き
の
き
も
ち

ど
こ
で

い
つ

れ
ん
し
ゅ
う
し
ま
し
た
か
。

は
し
っ
て
い
る
と
き

な
に
を
考
え
た
か
な
。

思
い
出
す
こ
と
は

何
か
な
。

グ
ラ
ウ
ン
ド　
　

体
育
か
ん　
　

ロ
ケ
ッ
ト
公
園

完成した C3 のワークシート①（②は書かなかった）
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タンプ押しとくねって言ってあげる。

T　そうだね。そうそう，み～んな，2 回のコー

ス練習のときより，タイムが速くなってい

たんだよね。先生たちね，みんなびっくり

したんだよ。

C3　頑張ったから好きなもの 2 個買ってあげ

　るね。

T　C3 さん，金メダルだけじゃないの？

C3　（うなずく）

T　はい。じゃあ，ワークシート④も書いちゃ

　おうか。

　ワークシート④への記入後，ロイロノートを使

いそれぞれ完成したワークシート③④を写真に

撮って共有した。

　発表内容は，以下にそれぞれのワークシート③

④で紹介する。ワークシート③の質問項目のうち

１つ目の「どこでいつ本番でしたか」については，

練習時と同じコースであったので全員省略してい

る。

作文ワークシート

③
マ
ラ
ソ
ン
本
ば
ん
の
と
き

ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
か
な
。
何
が
見
え
た
か
な
。

し
た
こ
と
・
そ
の
と
き
の
き
も
ち

ど
こ
で

い
つ

本
ば
ん

で
し
た
か
。

は
し
っ
て
い
る
と
き

な
に
を
考
え
た
か
な
。

は
し
っ
て
い
る
と
き

思
い
出
す
こ
と
は

何
か
な
。

ゴ
ー
ル
し
た
と
き

思
い
出
す
こ
と
は

何
か
な
。

作文ワークシート

④
マ
ラ
ソ
ン
本
ば
ん
が
お
わ
っ
た
と
き
の
じ
ぶ
ん
き
ゅ
う
ち
ゃ
ん
と
は
な
し
を
し
よ
う
。

き
き
た
い
こ
と
や
い
い
た
い
こ
と
を
か
こ
う
。

た
く
さ
ん　

は
し
っ
た
ね
。
一
年
生
よ
り
も
は

や
く
な
っ
た
ね
。
が
ん
ば
っ
た
か
ら
シ
ー
ル
を

あ
げ
る
。
ダ
ン
ス
を
し
よ
う
。
が
く
げ
い
か
い

も　

が
ん
ば
ろ
う
。
み
ん
な
を　

よ
ろ
こ
ば
せ

よ
う
。
う
れ
し
い
な
。
パ
パ
に　

い
っ
て
あ
げ

よ
う
。
ぴ
い
ち
ゃ
ん
に
も　

い
っ
て
あ
げ
よ
う
。

す
き
な
も
の　

な
ん
で
も　

い
い
か
ら　

い
っ

ぱ
い　

か
っ
て
あ
げ
る
。

い
つ
も
よ
り
が
ん
ば
れ
た
。

お
と
う
さ
ん
、
お
か
あ
さ
ん
が
い
っ
ぱ
い
い
た
。

も
っ
と　

は
し
ろ
う
。

よ
う
し
、
が
ん
ば
っ

た
ぞ
。
が
ん
ば
っ
た

ぞ
。
が
ん
ば
っ
た
ぞ
。

完成した C1 のワークシート③

完成した C1 のワークシート④



特別支援学級における行事作文指導（田中　岬）

12

作文ワークシート

③
マ
ラ
ソ
ン
本
ば
ん
の
と
き

ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
か
な
。
何
が
見
え
た
か
な
。

し
た
こ
と
・
そ
の
と
き
の
き
も
ち

ど
こ
で

い
つ

本
ば
ん

で
し
た
か
。

は
し
っ
て
い
る
と
き

な
に
を
考
え
た
か
な
。

は
し
っ
て
い
る
と
き

思
い
出
す
こ
と
は

何
か
な
。

ゴ
ー
ル
し
た
と
き

思
い
出
す
こ
と
は

何
か
な
。

作文ワークシート

④
マ
ラ
ソ
ン
本
ば
ん
が
お
わ
っ
た
と
き
の
じ
ぶ
ん
き
ゅ
う
ち
ゃ
ん
と
は
な
し
を
し
よ
う
。

き
き
た
い
こ
と
や
い
い
た
い
こ
と
を
か
こ
う
。

ま
え
、
㊸
ば
ん
だ
け
ど　

㊻
ば
ん
に
な
っ
て
も　

あ
し
は
、
は

や
い
か
ら
ス
タ
ン
プ　

お
し
と
く
ね
。
→
や
っ
た
～
。
う
れ
し

い
。
あ
り
が
と
う
。
う
れ
し
い
。
「
ハ
ァ
ハ
ァ
。
」

「
自
分
と
の　

た
た
か
い
。
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い　

は
し
ろ

う
。
」
と
思
い
ま
し
た
。

一
年
生
の
と
き
…
い
っ
ぱ
い　

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い　

は

し
っ
た
な
～
。
」
と
思
い
出
し
て
き
ま
し
た
。

「
や
っ
と
ゴ
ー
ル
に
つ
い
た

～
。
」
と
思
い
ま
し
た
。

完成した C2 のワークシート③

完成した C2 のワークシート④
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Ⅲ－ 2－ 3　【3時間目】
　ワークシート①～④をもとにして，記述した順

番に作文用紙への清書をした。推敲は個別に行っ

た。完成した作文を以下に紹介する。一人称はす

べて「わたし」に書き替えてある。

作文ワークシート

③
マ
ラ
ソ
ン
本
ば
ん
の
と
き

ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
か
な
。
何
が
見
え
た
か
な
。

し
た
こ
と
・
そ
の
と
き
の
き
も
ち

ど
こ
で

い
つ

本
ば
ん

で
し
た
か
。

は
し
っ
て
い
る
と
き

な
に
を
考
え
た
か
な
。

は
し
っ
て
い
る
と
き

思
い
出
す
こ
と
は

何
か
な
。

ゴ
ー
ル
し
た
と
き

思
い
出
す
こ
と
は

何
か
な
。

作文ワークシート

④
マ
ラ
ソ
ン
本
ば
ん
が
お
わ
っ
た
と
き
の
じ
ぶ
ん
き
ゅ
う
ち
ゃ
ん
と
は
な
し
を
し
よ
う
。

き
き
た
い
こ
と
や
い
い
た
い
こ
と
を
か
こ
う
。

が
ん
ば
っ
た
ね
。

金
め
だ
る　

あ
げ
る
よ
。

す
き
な
も
の　

２
こ　

か
っ
て
あ
げ
る
ね
。

ま
ま
が　

見
え
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
に
も　

き
て
ほ
し
か
っ
た

で
す
。

う
れ
し
い　

気
も
ち
。

完成した C3 のワークシート③

完成した C3 のワークシート④
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マ
ラ
ソ
ン
の
思
い
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｃ
１

　

わ
た
し
は
、
マ
ラ
ソ
ン
の
れ
ん
し
ゅ
う
で
二
の
休
み
と
ひ

る
休
み
に
れ
ん
し
ゅ
う
を
し
ま
し
た
。

　

は
し
っ
て
い
る
と
き
が
ん
ば
る
ぞ
～
っ
て
心
の
中
で
思
い

ま
し
た
。

　

は
じ
め
て
マ
ラ
ソ
ン
れ
ん
し
ゅ
う
を
や
っ
た
と
き
、
と
も

だ
ち
と
ぶ
つ
か
っ
て
こ
ろ
ん
じ
ゃ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

し
た
。
さ
い
し
ょ
に
は
し
っ
た
と
き
十
九
ば
ん
の
カ
ー
ド
を

も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
つ
ぎ
は
、
十
ば
ん
で
し
た
。
ゴ
ー
ル

に
つ
い
た
と
き
「
や
っ
た
～
。」
と
思
い
ま
し
た
。「
い
っ
ぱ

い
は
し
っ
た
ぞ
～
。」
と
思
い
ま
し
た
。
先
生
が
「
が
ん
ば
れ

～
。」
っ
て
お
う
え
ん
し
て
く
れ
た
か
ら
よ
か
っ
た
で
す
。

　

本
ば
ん
の
日
は
、「
今
日
は
本
ば
ん
だ
か
ら
が
ん
ば
る
ぞ

～
。」
と
思
い
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
の
と
こ
ろ
に
、
お
と
う
さ

ん
、
お
か
あ
さ
ん
が
い
っ
ぱ
い
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
も
っ

と
は
し
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
お
な
か
が
ち
ょ
っ
と
い
た
く

な
り
ま
し
た
。
が
ん
ば
る
ぞ
～
と
思
い
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
し
た
と
き
、
や
っ
た
～
。
や
っ
た
～
。
一
年
生
の

と
き
よ
り
あ
が
っ
た
ぞ
と
思
い
ま
し
た
。

　

お
う
ち
に
か
え
っ
た
ら
、
ご
ほ
う
び
の
お
こ
の
み
や
き
が

も
ら
え
ま
し
た
。
み
ん
な
で
た
べ
た
ら
、
も
っ
と
も
っ
と
お

い
し
く
た
べ
ら
れ
ま
し
た
。
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、

た
べ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
な
に
か
に
が
ん
ば
っ
た
ら
、
ご
ほ
う
び
を
も
ら
い

た
い
な
～
っ
て
思
い
ま
し
た
。

　

が
ん
ば
っ
た
じ
ぶ
ん
に
「
た
く
さ
ん
、
は
し
っ
た
ね
。
一

年
生
よ
り
も
は
や
く
な
っ
た
ね
。
が
ん
ば
っ
た
か
ら
、
シ
ー

ル
を
あ
げ
る
。」
と
い
っ
て
あ
げ
た
い
で
す
。

　

ダ
ン
ス
や
学
げ
い
会
も
が
ん
ば
ろ
う
。
み
ん
な
を
よ
ろ
こ

ば
せ
よ
う
。
パ
パ
に
も
お
し
え
て
あ
げ
よ
う
。
マ
ラ
ソ
ン
だ

け
じ
ゃ
な
く
て
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
あ
き
ら
め
な
い
で
は
り

き
っ
て
い
こ
う
と
、
思
い
ま
し
た
。

　
　

が
ん
ば
っ
た
自
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｃ
２

　

い
つ
も
の
二
の
休
み
、
ま
い
に
ち
、
マ
ラ
ソ
ン
記
ろ
く
会

に
む
け
て
、マ
ラ
ソ
ン
を
い
っ
ぱ
い
、れ
ん
し
ゅ
う
し
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、
本
と
う
は
、
は
し
る
の
が
き
ら
い
で
す
。
で
も
、

い
っ
ぱ
い
れ
ん
し
ゅ
う
し
た
か
ら
体
が
や
わ
ら
か
く
な
り
ま

し
た
。
一
年
生
の
と
き
、「
な
ん
か
い
も
こ
ろ
ん
じ
ゃ
っ
た
な
、

い
た
か
っ
た
け
ど
、
が
ん
ば
っ
た
。」

と
、
思
い
出
し
て
き
ま
し
た
。

　

さ
い
し
ょ
は
、
五
十
六
ば
ん
だ
っ
た
け
ど
、
三
回
目
の
と

き
は
、
四
十
三
ば
ん
で
し
た
。

　

本
ば
ん
で
は
、「
自
分
と
の
た
た
か
い
。
い
っ
し
ょ
う
け
ん

め
い
、
は
し
ろ
う
。」
と
思
い
ま
し
た
。

　

れ
ん
し
ゅ
う
で
「
い
っ
ぱ
い
、
い
っ
ぱ
い
、
い
っ
し
ょ
う

け
ん
め
い
は
し
っ
た
な
～
。」

と
思
い
ま
し
た
。
左
の
お
な
か
が
い
た
く
な
り
ま
し
た
。
い

き
が
ハ
ア
ハ
ア
と
な
り
ま
し
た
。
あ
と
も
う
す
こ
し
で
ゴ
ー

ル
だ
。が
ん
ば
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。ゴ
ー
ル
に
つ
い
た
と
き
、

「
や
っ
と
ゴ
ー
ル
に
つ
い
た
～
。」
と
思
い
ま
し
た
。

　

れ
ん
し
ゅ
う
の
さ
い
ご
の
と
き
は
、
四
十
三
ば
ん
だ
っ
た

け
ど
、
本
ば
ん
で
は
四
十
六
ば
ん
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

じ
ゅ
ん
ば
ん
が
さ
が
っ
た
な
～
と
思
っ
て
ち
ょ
っ
と
か
な
し

く
な
り
ま
し
た
。

　

う
ち
に
か
え
っ
た
ら
マ
マ
が
「
四
十
六
ば
ん
に
な
っ
て
も

れ
ん
し
ゅ
う
し
て
足
は
や
く
な
っ
た
か
ら
ス
タ
ン
プ
お
し
と

く
ね
。」
と
言
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
う
れ
し
く
て
「
や
っ
た

～
。」
と
思
い
ま
し
た
。

　
　

マ
ラ
ソ
ン
の
思
い
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｃ
３

　

わ
た
し
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
体
育
か
ん
や
ロ
ケ
ッ
ト
公
園

コ
ー
ス
で
マ
ラ
ソ
ン
の
れ
ん
し
ゅ
う
を
し
ま
し
た
。

　

は
し
っ
て
い
る
と
き
、
休
み
た
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

で
も
、
さ
い
ご
ま
で
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

　

ほ
ん
ば
ん
の
日
、
コ
ー
ス
で
、
マ
マ
が
見
え
ま
し
た
。
マ

マ
の
か
お
を
見
た
ら
、
が
ん
ば
る
ぞ
～
と
思
い
ま
し
た
。

　

で
も
、
は
し
っ
て
い
る
と
き
、
い
き
が
く
る
し
く
な
り
ま

し
た
。
け
ど
、
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

　
「
が
ん
ば
っ
た
ね
。
金
メ
ダ
ル
あ
げ
る
よ
。」

　

わ
た
し
は
、
じ
ぶ
ん
に
言
い
ま
し
た
。
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　続いて学芸会の作文指導について報告する。

Ⅳ．学芸会作文の指導計画
Ⅳ－ 1　対象児童・授業者・実践時期など
◇対 象 児 童 ：特別支援（情緒）学級

　　　　　　　　在籍児童３名

◇授 業 者 ：筆者（田中　岬）

◇実 践 時 期 ：11 月初旬

◇倫理的配慮：本論文で紹介する実践データ，作

文，ワークシートなどを掲載するにあたって

は，保護者からの掲載許可の同意書をもらっ

ている。（2022 年 12 月 22 日）

Ⅳ－２　単元・目標・授業計画
◇単元名：学芸会を思い出して作文を書こう

　学芸会の練習や，本番前と本番のときの自分に

似たきゅうちゃん絵図を選び，よく見て，したこ

とや気持ちを思い出しながら作文を書こう。

◇指導目標

◎経験したことから書くことを見付け，必要な事

柄を集めたり確かめたりして，伝えたいこと

を明確にして書くことができる。（書くことア）

◎自分の思いや考えが明確になるように，事柄の

順序に沿って簡単な構成を考えて文に表わす

ことができる。（書くことイ）

◎言葉を通じて積極的に人と関わり，自己を表現

し，他者の心と共感するなど，互いの存在に

ついて尊重しようとする態度を養うことがで

きる。（学びに向かう力・人間性等）

　授業の進め方を表 2 に示す。

【１時間目】
・学芸会のことを思い出して，作文を書くことを確認する。（５分）
・それぞれの演目（学年の演目・グループの演目）ごとに練習しているときの自分に似たきゅうちゃんを，
　きゅうちゃんシートから１つずつ２つ選んでワークシート①②に１枚ずつ切り取って貼る。（5分）
・ワークシート①に沿って，学芸会練習の時，どんなことがあったか全体で思い出す。（8分）
・ワークシート①に各自記入する。（友達が言ったことも書いてよい）（6分）
・ワークシート②に沿って，学芸会練習の時の自分きゅうちゃんと話をする。聞きたいことや言いたいこ
　とを考えて発表する。（8分）
・ワークシート②に各自記入する。（友達の言ったことも書いてよい）（6分）
・ワークシート①②をロイロノートで共有し交流する。（5分）
・まとめ，次時予告（学芸会当日のことについて書くことを確認し，学芸会本番前の自分（1つ）とステー
ジ上の自分に似たきゅうちゃん（2つ）を選んで切り取ってそれぞれワークシート③④⑤に貼りつけて
おくことを宿題にする）（2分）（ワークシート⑤は３時間目に使う）

【2時間目】
・前時想起（5分）
・ワークシート③に沿って，学芸会当日，出番を待っているときの気持ちを思い出して全体で交流する。
　（9分）
・ワークシート③に各自記入する。（友達が言ったことも書いてよい）（6分）
・ワークシート④に沿って，学芸会本番のときステージ上でどんなことをしたか，また，そのときの気持
　ちを思い出して全体で交流する。（9分）
・ワークシート④に沿って，各自記入する。（友達の言ったことも書いてよい）（6分）
・ワークシート③④をロイロノートで共有し交流する。（5分）

表 2　指導計画
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Ⅳ－３　教材
　使用する教材はワークシート①～⑥および自分

きゅうちゃんを選ぶシート１枚の計７枚である。

　ワークシート①は，学芸会の練習時のことを思

い出して，したことや気持ちを書くワークシート

である。ワークシート②は練習時の自分と語り合

う（自分に聞きたいことや言いたいことを書く）

ワークシートである。ワークシート③は学芸会当

日，出番を待っているときの様子や，気持ちなど

を書くワークシートである。ワークシート④は本

番の時，ステージ上でしたことや自分の気持ちを

思い出して書くワークシートである。ワークシー

ト⑤は本番のときのステージ上での自分と語り合

う（聞きたいことや言いたいことを書く）ワーク

シートである。ワークシート⑥は学芸会をふりか

えって自分の気持ちや周りの人から言われた言葉

などを書くワークシートである。来年の希望など

を書いてもよいことにする。

　まず全体でワークシートの指示文を読み，指示

（発問）を確認し，自由に考えを発表させる。次

に指示に沿って各自ワークシートに記入してい

く。この時，全体発表で出た友達の考えも書いて

もよいことにする。

・まとめ，次時予告（ステージで演じている自分のことと，学芸会をふりかえって今の気持ちや今の自分
に言いたいことについて書くので，今の自分に似ているきゅうちゃんを1つ選んで切り取り，ワークシー
ト⑥に貼り付けておくことを宿題にする。ワークシート⑤のきゅうちゃんは前時に貼り付け済み）（5分）

【3時間目】
・前時想起（5分）
・ワークシート⑤に沿って，学芸会当日，本番をやっているときの自分に言いたいこと・聞きたいことを
　全体で交流する。（9分）
・ワークシート⑤に各自記入する。（友達が言ったことも書いてよい）（6分）
・ワークシート⑥に沿って，学芸会をふりかえって，今の自分の気持ちやお家の人に言われたことを思い
　出して全体で交流する。（9分）
・ワークシート⑥に沿って，各自記入する。（友達の言ったことも書いてよい）（6分）
・ワークシート⑤⑥をロイロノートで共有し交流する。（5分）
・まとめ，次時予告（ワークシート①～⑥をもとにして作文用紙に作文を書く）（5分）

【4・5時間目】
・作文用紙に清書する。
・推敲する。
・ふりかえり，まとめ。

学げい会を思い出して

学
げ
い
会
作
文
シ
ー
ト
①

名
ま
え

れ
ん
し
ゅ
う
の
と
き
の

じ
ぶ
ん
に
に
て
い
る
き
ゅ
う
ち
ゃ
ん

① 

学
げ
い
会
の
れ
ん
し
ゅ
う
の
と
き
の
こ
と
を
、
思
い
出
し
て

書
こ
う
。
し
た
こ
と
・
そ
の
と
き

の
気
も
ち

学げい会を思い出して

学
げ
い
会
作
文
シ
ー
ト
②

名
ま
え

②
れ
ん
し
ゅ
う
し
て
い
る
と
き
の
じ
ぶ
ん
き
ゅ
う
ち
ゃ
ん
に
、
き
き
た
い
こ
と
や
い
い
た
い
こ
と
を
か
こ
う
。

れ
ん
し
ゅ
う
の
と
き
の

じ
ぶ
ん
に
に
て
い
る
き
ゅ
う
ち
ゃ
ん

ワークシート① ワークシート②
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Ⅴ．学芸会作文授業の実際
Ⅴ－ 1　授業の概略と教材について
　授業の進め方は上掲「指導計画」（表 2）のと

おりであるが，概略をまとめておく。

授業の概略
【1時間目】

学芸会の作文を書く勉強が始まることを確認す

る。ワークシート①から指示文に沿って全体交流，

個人思考，記入の流れでワークシート②まで進む。

全体交流の中で，指示文の「そのときの気持ちや

したこと」にふさわしい自分きゅうちゃんを，きゅ

うちゃんがたくさん載っているシートから選ばせ

る。選んだきゅうちゃんをシートから切り取り，

ワークシート①②に糊で貼り付けさせる。ワーク

シート①②の記入まで済んだらロイロノートで各

自撮影して共有する。

【2時間目】
　1 時間目と同様にワークシート③④を完成しロ

イロノートで共有する。 自分きゅうちゃんを選ぶシート

学げい会を思い出して

学
げ
い
会
作
文
シ
ー
ト
③

名
ま
え

③
出
ば
ん
を
ま
っ
て
い
る
と
き
の
気
も
ち
を
思
い
出
し
て
書
こ
う
。

体
い
く
か
ん
の
ろ
う
か
で
ま
っ
て
い
る
と
き
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
か
な
。

出ばんをまっているときの
じぶんににているきゅうちゃん

学げい会を思い出して

学
げ
い
会
作
文
シ
ー
ト
④

名
ま
え

④
ス
テ
ー
ジ
で
本
ば
ん
の
と
き
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
た
か
な
。
そ
の
と
き
の
気
も
ち
を
お
ぼ
え
て
い
る
か
な
。

本
ば
ん
の
と
き
の
ス
テ
ー
ジ
の
上
の

じ
ぶ
ん
に
に
て
い
る
き
ゅ
う
ち
ゃ
ん

ワークシート③ ワークシート④

ワークシート⑤ ワークシート⑥
学げい会を思い出して

学
げ
い
会
作
文
シ
ー
ト
⑤

名
ま
え

本
ば
ん
で
ス
テ
ー
ジ
の
上
に
い
る
じ
ぶ
ん
に

に
て
い
る

き
ゅ
う
ち
ゃ
ん

➄
本
ば
ん
を
や
っ
て
い
る
と
き
の
じ
ぶ
ん
き
ゅ
う
ち
ゃ
ん
と
は
な
し
を
し
よ
う
。
何
を
考
え
て
い
た
の
か
な
。
ど
ん
な

気
も
ち
だ
っ
た
の
か
な
。
な
ん
て
言
っ
て
あ
げ
た
い
か
な
。

学げい会を思い出して

学
げ
い
会
作
文
シ
ー
ト
⑥

名
ま
え

⑥
学
げ
い
会
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
よ
う
。
今
、
ど
ん
な
気
も
ち
か
な
。
来
年
は
ど
う
し
た
い
か
な
。
自
分
に
、
な
ん

て
言
っ
て
あ
げ
た
い
か
な
。
お
う
ち
の
人
や
友
だ
ち
、
先
生
か
ら
言
わ
れ
た
こ
と
も
書
い
て
い
い
よ
。

今
の
じ
ぶ
ん

き
ゅ
う
ち
ゃ
ん

みさき先生の国語の時間

学げい会をふりかえって、作文を書こう。

287

181

269
375

432

433
446

476

344

269

257 171 154

110

14 11

学げい会のれんしゅう、本ばんのときのことを思い出して、

そのときの自分に にているきゅうちゃんを えらぼう。

ワークシートに 1まいずつ、切りとって、のりではろう。

2年あおぞら組

名前
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【3時間目】
　2 時間目と同様にワークシート⑤⑥を完成して

ロイロノートで共有する。

【4・5時間目】
　完成したワークシートをもとに作文用紙に清書

する。ワークシートごとに改行し段落を分けて書

いていくことをその都度指示し個別に確認する。

書きあがったら個別に推敲の支援を行う。

Ⅴ－２　授業記録と発表内容
Ⅴ－ 2－１　【1時間目】
　学芸会作文ワークシート（①～⑥がセットに

なっているものと，きゅうちゃんが載っている

シート）を配付すると，子どもたちはいつものよ

うに歓声をあげながら載っているきゅうちゃんに

見入った。

　今回の作文を書くための行事，学芸会では，当

該学年の子どもたちは３つのグループに分かれて

練習する時間があった。ダンスのグループ，跳び

箱・縄跳びなどを組み合わせたリズム体操のグ

ループ，手旗を使ったリズムダンスのグループ

に分かれた。その３グループの演技をつないで 1

つの演目として発表したほか，学年全体で手話の

歌を披露した。筆者のクラスの３人のうち，1 人

が跳び箱・縄跳びを含むリズム体操，２人がダン

スのグループに入っていた。ワークシート①に取

りかかったときはそれぞれの担当したグループの

種目について楽しそうに思い出し自由発言がなさ

れた。以下に授業の一部を紹介する。Ｃは児童，

Ｔは授業者（筆者）である。なお，倫理的配慮の

観点から一人称はすべて「わたし」に統一してい

る。

T　学芸会のときのみんなに似ているきゅう

ちゃんを，シートに載せてきたよ。まず，

自分きゅうちゃんを探すよ。

C2　わあ～，いっぱいいる。あ，これ，きつ

ねダンスのこうやってるときの。（自分が演

じたダンスのポーズをする）

C3　これ，跳び箱。

T　うん，そうだね。C3 さん，それ C3 さんだね。

C3　縄跳びしてるきゅうちゃんもいる。

C2　ここにきゅうちゃん，いっぱい並んでる。

T　うん，そうだね。このきゅうちゃんたち，

　何してるのかな。

C2　待ってるときじゃない。

C1　あぁ，体育館の入り口のとこで。そうだね。

T　うん，うん。そうだね。出番待ってる時だね。

C1　先生，こっちのこれ，このときのわたし

たちのあれ，ウィッチドクターのこんにち

はってやってるときみたい。

T　あ～，そうだね。そのときのポーズみたい

　だね。

C1　うん，これ，このきゅうちゃん，わたし，

　これにする。

C2　わたしはこれなんだけど，先生，わたし，

　きゅうちゃん，自分で描いてもいい？

T　え～？ C2 さんの，自分きゅうちゃんにし

　たいきゅうちゃん，いないなの？

C2　ちがう，いるの，これなの（と言ってシー

トを指さす）。でも，わたし，自分でこのきゅ

うちゃんを描きたいの。

T　わかったよ。みんなが切って貼る時間でで

　きる？

C2　うん。できる。すぐ描ける。

C3　いない。

C1　C3，タオル持ってるやつあるしょ。

T　そうだね，C3 さん，始めの江南（カンナム）

ダンスのときのタオルだね，そのきゅうちゃ

ん。

C3　わたし，これにする。

T　じゃあみんな，最初の自分きゅうちゃんは

決まったね。それじゃあ，ちょっとワーク

シートの②番，めくってみてくれる？次の

きゅうちゃんは，練習しているときの気持

ちを表しているきゅうちゃんを探してほし

いの。みんな練習の時，どんな気持ちだっ

た？

C2　頑張ってた。

C3　縄跳びもしたよ。
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C1　楽しかった。

T　うん，みんな，最初っからうまくできた？

C3　わたし，できた。

C1　いや，最初はできないしょ。

C3　できた。タオルのはできた。

T　縄跳びは，どうだった？跳び箱は？

C3　できた。

C1　C3，本番のときはできてたよ。

T　そうだね，C1 さん，よく見ていてくれた

ね。C3 さん，だんだん上手になって 1 組の

先生にも褒められたよね。それじゃあ，今

決めた 2 つのきゅうちゃんをワークシート

①と②に切って貼るよ。

C 全員　（シートから自分きゅうちゃんを切り

　取ってワークシート①②に貼り付ける）

C2　この敬礼のやつ，ウィッチドクターの，

　これわたし，最初難しかったんだよね。

C1　こんなやつ？（と言って，ダンス中の敬

　礼のポーズをやって見せる）

C2　そう，それ。それと，わたしは，手を口

のそばにおいて，ぐるり～って回るの，あ

れ楽しかったな。（と言ってダンスの曲を鼻

歌で歌いそのポーズをする）

C1　（つられて一緒に鼻歌）

T　そうだね，楽しかったね。C3 さんは，江

南ダンスのタオル，振り回すの楽しそうだっ

たよね。

C3　わたし，はじめからうまくできた。

T　そう。じゃあ，貼ったらそのことを C3 さ

　んは書こうね。

　全体で自由発言しながら交流したのち，ワーク

シート①（学芸会練習のときのことを思い出して

したことや気持ちを書く）から記入し始めた。直

前の自分たちの会話からすらすらと書ける児童も

いるが，ワークシートに向き合うと手が止まって

しまう児童もいる。１人で書き進められない児童

には，個別に対応し，全体交流で出た言葉をもう

一度繰り返し，質問をして児童から答えを引き出

し，その都度，記入をさせた。ワークシート②（練

習中の自分を思い出し語り合う）ではもう一度全

体で話をさせた。

T　さっき，C1 さんが，本番ではうまくでき

たけど，はじめはできなかったと言ってい

たよね。じゃあ，みんな，練習しているとき，

どんなことを考えていたのかな。貼り付け

たきゅうちゃんを見ながらそのときのこと，

思い出してみて。教えてくれる？

C2　敬礼のやつ，難しかったけど，次はがん

　ばろうって思ってた。

C1　本番のときに，今，練習してるときのこ

と思い出して失敗しないように頑張って踊

ろうって思った。

T　すごいね，C1 さん。練習してるとき，もう，

　本番のときのことを想像していたの？

C1　うん。たぶん。

T　C3 さんは何を考えていたかなあ。覚えて

るかなあ。C3 さんは，練習の自分きゅうちゃ

ん，縄跳びきゅうちゃんにしたんだね。

C3　縄跳びできるかなあ。

T　ああ，縄跳びできるかなあって思ってた

んだ。そうだね。このきゅうちゃんの顔，

どう？（と，貼り付けた縄跳びきゅうちゃ

んを指す）

C2　（C3 のワークシートをのぞき込んで）す

　ご～い，きゅうちゃん真剣な顔してる。

C1　きゅうちゃん，二重跳びしてる。

C3　わたし，二重跳びしてない。二重跳びし

　てない。（困惑した表情）

C2　違うよ，二重跳びじゃなくて，これ，縄

　跳びがビュンビュン回ってるんだよ。

T　うん，そうだね。縄がさ，これ，何回も回っ

てる絵なんじゃない？学芸会のときは二重

跳びじゃないね。でも，C3 さんがこのきゅ

うちゃんを選んだのは，C2 さんが言ってく

れたように真剣な顔で縄跳びしているから

だよね。C3 さんも真剣に練習したんだよね。

C3　（うなずく）頑張るぞって思ってる。

T　このきゅうちゃんね。そうだね。そうか，
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これ C3 きゅうちゃんだもんね。頑張るぞっ

て思ってるんだね。いいよ。すごくいいよ。

じゃあ，みんなもワークシート②まで書い

たらロイロノートに提出して。

　この後，各自写真撮影したワークシート①②を

ロイロノートで共有し発表した。

　発表内容は，以下にそれぞれのワークシート①

②で紹介する。ワークシートは誤字，脱字が多く

読みづらいものもあるため，筆者が誤字を訂正し，

抜けている文字を補ってパソコンで入力したもの

を掲示する。漢字仮名表記は児童が書いたままと

するが，読みやすさを考慮して分かち書きにして

ある。なお，シートから選んで自分できゅうちゃ

んの絵を描いた C2 のワークシートは，描き直し

の跡があり，不鮮明なため，選んだきゅうちゃん

の原図を載せている。

学げい会を思い出して

学
げ
い
会
作
文
シ
ー
ト
①

名
ま
え

れ
ん
し
ゅ
う
の
と
き
の

じ
ぶ
ん
に
に
て
い
る
き
ゅ
う
ち
ゃ
ん

①

学
げ
い
会
の
れ
ん
し
ゅ
う
の
と
き
の
こ
と
を
、
思
い
出
し
て

書
こ
う
。
し
た
こ
と
・
そ
の
と
き

の
気
も
ち

学げい会を思い出して

学
げ
い
会
作
文
シ
ー
ト
②

名
ま
え

②
れ
ん
し
ゅ
う
し
て
い
る
と
き
の
じ
ぶ
ん
き
ゅ
う
ち
ゃ
ん
に
、
き
き
た
い
こ
と
や
い
い
た
い
こ
と
を
か
こ
う
。

れ
ん
し
ゅ
う
の
と
き
の

じ
ぶ
ん
に
に
て
い
る
き
ゅ
う
ち
ゃ
ん

し
っ
ぱ
い
し
な
い
で
ね
～
。
本
ば
ん
の
と
き
、

し
っ
ぱ
い
し
な
い
で　

れ
ん
し
ゅ
う
し
た
こ
と

を
お
も
い
だ
し
て
、
お
ど
ろ
う
ね
。

ウ
ィ
ッ
チ
ド
ク
タ
ー
の
こ
ん
に
ち
は
っ
て
い
っ

て
い
る
と
こ
ろ
を
や
っ
て
い
ま
す
。

右
、
左
、
前
、
に
や
る
と
き
、
手
を
ピ
ッ
と
し

て
い
ま
す
。
う
ま
く
い
き
ま
し
た
。

完成した C1 のワークシート①

完成した C1 のワークシート②
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学げい会を思い出して

学
げ
い
会
作
文
シ
ー
ト
①

名
ま
え

れ
ん
し
ゅ
う
の
と
き
の

じ
ぶ
ん
に
に
て
い
る
き
ゅ
う
ち
ゃ
ん

①

学
げ
い
会
の
れ
ん
し
ゅ
う
の
と
き
の
こ
と
を
、
思
い
出
し
て

書
こ
う
。
し
た
こ
と
・
そ
の
と
き

の
気
も
ち

学げい会を思い出して

学
げ
い
会
作
文
シ
ー
ト
②

名
ま
え

②
れ
ん
し
ゅ
う
し
て
い
る
と
き
の
じ
ぶ
ん
き
ゅ
う
ち
ゃ
ん
に
、
き
き
た
い
こ
と
や
い
い
た
い
こ
と
を
か
こ
う
。

れ
ん
し
ゅ
う
の
と
き
の

じ
ぶ
ん
に
に
て
い
る
き
ゅ
う
ち
ゃ
ん

ウ
ィ
ッ
チ
ド
ク
タ
ー
の
お
ど
り
で
、
け
い
れ
い
の
や
つ
が
む
ず

か
し
か
っ
た
で
す
。
つ
ぎ
（
の
練
習
の
時
）
は
が
ん
ば
り
ま
す
。

き
つ
ね
ダ
ン
ス
の
お
ど
り
で
、
手
を
口
の
そ
ば
に
お
い
て
、
ぐ

る
り
と
ま
わ
る
と
こ
ろ
が　

わ
た
し
は
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。

完成した C2 のワークシート①

完成した C2 のワークシート②
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学げい会を思い出して

学
げ
い
会
作
文
シ
ー
ト
①

名
ま
え

れ
ん
し
ゅ
う
の
と
き
の

じ
ぶ
ん
に
に
て
い
る
き
ゅ
う
ち
ゃ
ん

①

学
げ
い
会
の
れ
ん
し
ゅ
う
の
と
き
の
こ
と
を
、
思
い
出
し
て

書
こ
う
。
し
た
こ
と
・
そ
の
と
き

の
気
も
ち

学げい会を思い出して

学
げ
い
会
作
文
シ
ー
ト
②

名
ま
え

②
れ
ん
し
ゅ
う
し
て
い
る
と
き
の
じ
ぶ
ん
き
ゅ
う
ち
ゃ
ん
に
、
き
き
た
い
こ
と
や
い
い
た
い
こ
と
を
か
こ
う
。

れ
ん
し
ゅ
う
の
と
き
の

じ
ぶ
ん
に
に
て
い
る
き
ゅ
う
ち
ゃ
ん

完成した C3 のワークシート①

完成した C3 のワークシート②

な
わ
と
び
で
き
る
か
な
あ
。

で
き
た
。

学
げ
い
か
い
を
が
ん
ば
る
ぞ
。

れ
ん
し
ゅ
う
の
と
き
の
わ
た
し
は
、
た
お
る
を　

み
ぎ
手
で　

ふ
り
ま
わ
し
ま
す
。
は
じ
め
か
ら
う
ま
く
で
き
ま
し
た
。

れ
ん
し
ゅ
う
で
い
ち
ば
ん
う
ま
く
い
っ
た
の
は
、
と
び
ば
こ
で

足
を
ひ
ら
い
て
と
ぶ　

と
び
か
た
で
す
。
と
ん
だ
あ
と
ポ
ー
ズ

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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Ⅴ－ 2－ 2　【2時間目】
　２時間目はワークシート③（出番を待っている

ときの気持ち）④（本番でステージの上で演じて

いるときの様子や気持ち）について考えた。以下

に２時間目の授業記録の一部を紹介する。

T　今日はね，本番のときのこと，思い出すよ。

ワークシートの③見て。ここは出番を待っ

てるときのことを書くから，待ってるとき

のきゅうちゃんが載ってるよ。

C2　本当だ。

C1　昨日から載ってるよ。

T　うん。じゃあ，③の問題はなんて書いてあ

　るかなあ。読んでくれる？

C1・2　（問題文を読む）

T　はい，ありがとう。思い出せるかな。どん

　な気持ちでいたかなあ。

C2　ドキドキするなあ。緊張するなあ。

C1　失敗しないようにがんばろう。

C2　不安だなあって思ってた。

T　へえ～。C2 さん，不安だったの？

C2　うん。すごいドキドキした。3 年生になっ

　ても学芸会あるの？

C1　あるしょ。6 年生までずっとあるしょ。

C2　そっか。

T　みんなはあと 4 回あるよ。C3 さんは，待っ

　てるとき，どんな気持ちだったの？

C3　緊張した。

T　そうだよね。みんな緊張したよね。うまく

　できるかなって思ったよね。

C3　ママたち見てるから。

T　あぁ，そうか。お家の人，見ててくれたか

　らね。

C3　ママとお父さんと〇〇（妹の名前）が見

　てるから。

…中略…

　以上のように全体で自由発言し，ワークシート

③に記入させた。その後，ワークシート④に入り，

本番のときの自分に似ているきゅうちゃんをシー

トから切り取り，貼り付けさせた。再び全体で話

し合いをさせた。その部分の授業記録を載せてお

く。

T　ワークシート④はステージの上で本番を

やっているときのことを書くよ。ダンスの

ことでも手話の歌のことでもいいよ。今，

貼った，本番のときの自分きゅうちゃんを

見て何をしたのか，どんな気持ちだったの

か思い出すよ。

C1　手話は，難しいなって思ってた。失敗し

ないかなあって。それにちょっと恥ずかし

かったし。

T　C1 さん，恥ずかしかったの？練習いっぱ

　いして上手になってたよ。

C1　（うなずいて）あ，それと，口だけで声を

　出さないようにって思ってた。

C2　そうだよ。マスク外すから口パクでやっ

たよね。（感染対策のため，手話の歌を披露

するときは，声を出して歌うことはせず，

手話をしながら口を大きく動かして言葉が

口形でわかるように表現したことを思い出

している）

T　うん，みんな，ちゃんと口の形が見えるよ

　うに大きく口あけてできたよね。

C1　先生，ウィッチドクターと両方のこと書

　いてもいい？

T　うん，いいよ。

C2　私はメッチャ緊張したわ～。ママいるか

　なあとか思ってたし。

T　そう。C2 さん，ステージの上から，ママ

　探したの？見えたの？

C2　いやあ，眩しくて見えなかったけど。

T　そうだね。いっぱい，ライト眩しかったよ

ね。C3 さんは？ステージの上でしたこと，

なんだった？

C3　跳び箱。江南ダンス。

T　うん。そうだね。C3 さん，跳び箱，うま

く跳べたんだよね。江南ダンスは？うまく

いった？
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C2　そう。C3，跳び箱，すごい上手だったじゃ

　ん。

C3　跳び箱跳べた。

T　C3 さんは，緊張しなかったの？

C3　緊張した。でも跳び箱はうまく跳べると

　思った。

T　そう。いいね，それ書こう。

…後略…

　この後，子どもたちはすらすらとワークシート

④の記入を行い，ロイロノートで共有して確認し

合い，次時を迎えた。完成したワークシート③④

は以下のとおりである。

学げい会を思い出して

学
げ
い
会
作
文
シ
ー
ト
③

名
ま
え

③
出
ば
ん
を
ま
っ
て
い
る
と
き
の
気
も
ち
を
思
い
出
し
て
書
こ
う
。

体
い
く
か
ん
の
ろ
う
か
で
ま
っ
て
い
る
と
き
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
か
な
。

出ばんをまっているときの
じぶんににているきゅうちゃん

学げい会を思い出して

学
げ
い
会
作
文
シ
ー
ト
④

名
ま
え

④
ス
テ
ー
ジ
で
本
ば
ん
の
と
き
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
た
か
な
。
そ
の
と
き
の
気
も
ち
を
お
ぼ
え
て
い
る
か
な
。

本
ば
ん
の
と
き
の
ス
テ
ー
ジ
の
上
の

じ
ぶ
ん
に
に
て
い
る
き
ゅ
う
ち
ゃ
ん

完成した C1 のワークシート③

完成した C1 のワークシート④

は
ず
か
し
い
き
も
ち
。
し
っ
ぱ
い
し
な
い
か
な
～
。

し
ゅ
わ
は
、
む
ず
か
し
い
か
ら
、
し
っ
ぱ
い
し
な

い
よ
う
に
し
な
い
と
。
き
ん
ち
ょ
う
す
る
な
～
。

ウ
ィ
ッ
チ
ド
ク
タ
ー
も
は
ず
か
し
い
な
～
。
が
ん

ば
ろ
う
。
し
ゅ
わ
の
う
た
も
口
で
声
を
だ
さ
な
い

よ
う
に
口
だ
け
で
し
ゃ
べ
ら
な
い
と
ね
～
と
お
も

い
ま
し
た
。

し
っ
ぱ
い
し
な
い
よ
う
に
が
ん
ば
ろ
う
ね
。
ぜ
っ

た
い
み
ん
な
が
す
ご
い
～
っ
て
い
っ
て
く
れ
る
か

ら　

が
ん
ば
ら
な
い
と
。
み
ん
な
を
よ
ろ
こ
ば
せ

て
が
ん
ば
ろ
う
。
き
ん
ち
ょ
う
す
る
け
ど　

が
ん

ば
ら
な
い
と
ね
～
。
み
ん
な
が
ん
ば
ろ
う
ね
～
。
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学げい会を思い出して

学
げ
い
会
作
文
シ
ー
ト
③

名
ま
え

③
出
ば
ん
を
ま
っ
て
い
る
と
き
の
気
も
ち
を
思
い
出
し
て
書
こ
う
。

体
い
く
か
ん
の
ろ
う
か
で
ま
っ
て
い
る
と
き
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
か
な
。

出ばんをまっているときの
じぶんににているきゅうちゃん

学げい会を思い出して

学
げ
い
会
作
文
シ
ー
ト
④

名
ま
え

④
ス
テ
ー
ジ
で
本
ば
ん
の
と
き
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
た
か
な
。
そ
の
と
き
の
気
も
ち
を
お
ぼ
え
て
い
る
か
な
。

本
ば
ん
の
と
き
の
ス
テ
ー
ジ
の
上
の

じ
ぶ
ん
に
に
て
い
る
き
ゅ
う
ち
ゃ
ん

完成した C2 のワークシート③

完成した C2 のワークシート④

・
ど
き
ど
き
。

・
き
ん
ち
ょ
う
。

・
ふ
あ
ん
だ
な
あ
。

・
マ
マ
は
、
い
る
か
な
あ
。

・
ち
ょ
っ
ぴ
り　

ふ
あ
ん
だ
な
あ
。

・
で
も
、
た
の
し
み
だ
な
あ
。

ど
き
ど
き
わ
く
わ
く
た
の
し
み
。
き
ん
ち
ょ
う
す
る
な
あ
。
ふ

あ
ん
。
…
マ
マ
…
い
る
か
な
…
。
ほ
ん
と
う
に
ふ
あ
ん
。
あ

と
…
４
か
月
、
３
・
４
・
５
・
６
年
生
ぜ
ん
ぶ　

が
く
げ
い
か
い　

お
わ
ら
な
き
ゃ
。
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学げい会を思い出して

学
げ
い
会
作
文
シ
ー
ト
③

名
ま
え

③
出
ば
ん
を
ま
っ
て
い
る
と
き
の
気
も
ち
を
思
い
出
し
て
書
こ
う
。

体
い
く
か
ん
の
ろ
う
か
で
ま
っ
て
い
る
と
き
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
か
な
。

出ばんをまっているときの
じぶんににているきゅうちゃん

学げい会を思い出して

学
げ
い
会
作
文
シ
ー
ト
④

名
ま
え

④
ス
テ
ー
ジ
で
本
ば
ん
の
と
き
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
た
か
な
。
そ
の
と
き
の
気
も
ち
を
お
ぼ
え
て
い
る
か
な
。

本
ば
ん
の
と
き
の
ス
テ
ー
ジ
の
上
の

じ
ぶ
ん
に
に
て
い
る
き
ゅ
う
ち
ゃ
ん

完成した C3 のワークシート③

完成した C3 のワークシート④

き
ん
ち
ょ
う
し
ま
し
た
。

う
ま
く
と
べ
る
と
思
っ
た
。

と
び
ば
こ
、
タ
オ
ル
、
カ
ン
ナ
ム
ダ
ン
ス
の
中
で
は
、
カ
ン
ナ

ム
ダ
ン
ス
が
ち
ょ
っ
と　

む
ず
か
し
か
っ
た
で
す
。

ま
っ
て
る
と
き　

き
ん
ち
ょ
う
し
ま
し
た
。
マ
マ
と
お
と
う
さ

ん
と
〇
〇
（
妹
の
名
前
）
が
み
て
る
か
ら
ど
き
ど
き
し
ま
し
た
。
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Ⅴ－ 2－ 3　【3時間目】
　3 時間目はワークシート⑤（本番中の自分と語

り合う）⑥（学芸会をふりかえって思うこと）に

ついて考えた。本番中の様子や気持ちについては

前日のワークシート④に記入しているので，ワー

クシート⑤では，その自分について今現在の気持

ちを書く。以下に３時間目の授業の一部を紹介す

る。

T　今日は，ワークシートの⑤と⑥をやるよ。

⑤はどんなことを書くのか問題を読んでみ

るよ。みんなでね。

　（C 全員でワークシートの問題を読む）

C1　自分きゅうちゃんと話すの？前もやった

　よね。

T　そうだね。いっつも行事の作文書くとき，

やり終わった自分に何て言ってあげたいか

なって考えてきたよね。今日もね，最後に

それ，考えるよ。

C1　がんばったねって言ってあげたい。

C2　わたしも。

T　うん，どうして，そう言ってあげたいの？

　ただ，がんばったね，だけじゃなく…

C1　ああ，わけも書くの。

T　そうそう。C1 さん，そのとおり。がんばっ

たね，じゃなくてもいいんだよ。こんなこ

とできたねとか，最初はこうだったけど，

本番はこうだったねえとか。

C1　3 年生になってもいっぱい練習して頑

　張ってねって言う。

C2　いっぱい練習したからいっぱいおどれる

　ようになったね。

T　うん。そうだね。C2 さん，いいね。いっ

ぱい練習したんだもんね。練習したから成

功したんだね。

C1　C1 は，思いやりの歌の前にセリフを言わ

　ないとね。

T　ああ，そうだったね。C1 さんは，みんな

　でダンスやるときにセリフも言ったからね。

C1　うん，うまくいったね，とかもいい？

T　いいよ。思い出せるね，いろんなこと。C3

　さんは，何て言ってあげたいかな。

C3　（無言）

C2　C3，跳び箱，うまくいったしょ。

T　わあ～，C2 さん，ありがとう。C3 さんの

うまくできたこと，覚えていてくれたよ。

C3 さん，自分で一番うまくいったなあって

思うのは，なあに？

C1　跳び箱。

C2　C3，いっぱい練習した？

C3　（うなずく）

T　じゃあ，それも書こう。C3 さん，跳んだ

後の，ポーズ決めるのもうまくいったよね。

かっこよかったよね。昨日，書いていたね。

C2　そうだね。こういうの。（着地の後，両手

　を開いてポーズを決める真似をする）

C1　こうだよ。（ポーズを決める真似をする）

T　よし，じゃあ，書こう。

　こうして，全体交流をしている時間には，子ど

も同士で発表をつなげる場面も見られた。ワーク

シート⑤の記入を終えてから，ワークシート⑥に

ついて全体交流をした。その部分の授業記録を載

せておく。

T　最後は，作文のしめくくりになるメモを

作るよ。学芸会が終わってどんな気持ちか

な。お家の人は何て言ってくれたかな。C3

さん，ママ，何て言った？

C3　上手だね。

C2　わたしも，ママ，手話上手だったねって

言ってくれたわ。めちゃくちゃうれしかっ

た。だって，家でもいっぱい練習してたもん。

T　そうか。C2 さん，お家でも練習してたの，

　ママ，見ていたんだね。

C3　お父さんに，跳び箱上手だねって言われ

　た。

T　そう。お父さんも褒めてくれたんだあ。頑

　張ったもんね，C3 さんね。

C1　3 年生になったら劇にしたいなあ。
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T　うん，今年の 3 年生の劇，面白かったね。

　泥棒学校ね。

C1　C1 たちさ，3 年生になったら何するかな。

　面白いの考えて，みんなに見せたい。

T　すごいね。C1 さん，もう，来年のことま

　で考えてるの？

C1　あと，何回あるの？あと 4 回あるの？

C2　そうだよ。3 年，4 年，5 年，6 年だから

　あと 4 回あるよ。

T　よし，じゃあ，来年はどうしたいかとい

うことも書いていいよ。すごいね，どんど

ん出てくるね。じゃあ，今みんなが言って

くれたことに似ている自分きゅうちゃんを

選んで貼ってから，書こうね。

　このあと，思い思いのきゅうちゃんを選びワー

クシート⑥に貼り付けてから，自由発言した内容

をまとめて記入した。ロイロノートでの共有も

行った。完成したワークシート⑤⑥を紹介する。

学げい会を思い出して

学
げ
い
会
作
文
シ
ー
ト
⑤

名
ま
え

本
ば
ん
で
ス
テ
ー
ジ
の
上
に
い
る
じ
ぶ
ん
に

に
て
い
る

き
ゅ
う
ち
ゃ
ん

➄
本
ば
ん
を
や
っ
て
い
る
と
き
の
じ
ぶ
ん
き
ゅ
う
ち
ゃ
ん
と
は
な
し
を
し
よ
う
。
何
を
考
え
て
い
た
の
か
な
。
ど
ん
な

気
も
ち
だ
っ
た
の
か
な
。
な
ん
て
言
っ
て
あ
げ
た
い
か
な
。

学げい会を思い出して

学
げ
い
会
作
文
シ
ー
ト
⑥

名
ま
え

⑥
学
げ
い
会
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
よ
う
。
今
、
ど
ん
な
気
も
ち
か
な
。
来
年
は
ど
う
し
た
い
か
な
。
自
分
に
、
な
ん

て
言
っ
て
あ
げ
た
い
か
な
。
お
う
ち
の
人
や
友
だ
ち
、
先
生
か
ら
言
わ
れ
た
こ
と
も
書
い
て
い
い
よ
。

今
の
じ
ぶ
ん

き
ゅ
う
ち
ゃ
ん

完成した C1 のワークシート⑤

完成した C1 のワークシート⑥

三
年
生
に
な
っ
た
ら
、
も
っ
と
い
い
こ
と
を
み

ん
な
に
見
せ
た
い
な
っ
て
思
い
ま
す
。
自
分
に
、

が
ん
ば
っ
た
ね
。
こ
ん
ど
も
が
ん
ば
っ
て
ね
っ

て
言
い
ま
し
た
。
こ
ん
ど
は
げ
き
に
し
た
い

な
っ
て
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
、
四
回
学
げ
い

会
が
あ
り
ま
す
。
三
年
生
に
な
っ
た
ら
お
も
し

ろ
い
げ
き
を
考
え
て
み
ん
な
に
見
せ
た
い
な
～

と
思
っ
て
い
ま
す
。

が
ん
ば
っ
た
ね
。
三
年
生
に
な
っ
て
も
が
ん
ば
っ

て
ね
。
み
ん
な
を
よ
ろ
こ
ば
せ
な
い
と
ね
。
お

も
い
や
り
の
う
た
の
ま
え
に
、
せ
り
ふ
を
言
わ

な
い
と
ね
。
う
ま
く
い
っ
た
ね
。
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学げい会を思い出して

学
げ
い
会
作
文
シ
ー
ト
⑤

名
ま
え

本
ば
ん
で
ス
テ
ー
ジ
の
上
に
い
る
じ
ぶ
ん
に

に
て
い
る

き
ゅ
う
ち
ゃ
ん

➄
本
ば
ん
を
や
っ
て
い
る
と
き
の
じ
ぶ
ん
き
ゅ
う
ち
ゃ
ん
と
は
な
し
を
し
よ
う
。
何
を
考
え
て
い
た
の
か
な
。
ど
ん
な

気
も
ち
だ
っ
た
の
か
な
。
な
ん
て
言
っ
て
あ
げ
た
い
か
な
。

学げい会を思い出して

学
げ
い
会
作
文
シ
ー
ト
⑥

名
ま
え

⑥
学
げ
い
会
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
よ
う
。
今
、
ど
ん
な
気
も
ち
か
な
。
来
年
は
ど
う
し
た
い
か
な
。
自
分
に
、
な
ん

て
言
っ
て
あ
げ
た
い
か
な
。
お
う
ち
の
人
や
友
だ
ち
、
先
生
か
ら
言
わ
れ
た
こ
と
も
書
い
て
い
い
よ
。

今
の
じ
ぶ
ん

き
ゅ
う
ち
ゃ
ん

完成した C2 のワークシート⑤

完成した C2 のワークシート⑥

い
っ
ぱ
い
れ
ん
し
ゅ
う
し
た
か
ら
、
い
っ
ぱ
い
お
ど
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
ね
。
ス
タ
ン
プ
と
シ
ー
ル
あ
げ
る
ね
。
（
や
っ

た
～
。
楽
し
み
。）

来
年
は
い
っ
ぱ
い
ダ
ン
ス
を
や
っ
て
み
ん
な
を
え
が
お
に　

し
た
い
で
す
。
マ
マ
が
「
手
話
、
上
手
だ
っ
た
ね
。
」
と
言
っ

て
ま
し
た
。
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
思
い

や
り
の
う
た
の
手
話
を
い
っ
ぱ
い
れ
ん
し
ゅ
う
し
た
か
ら

で
す
。
家
で
も
れ
ん
し
ゅ
う
し
ま
し
た
。
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Ⅴ－ 2－ 4　【4時間目】
　ワークシート①～⑥をもとにして，記述した順

番に作文用紙への清書をした。マラソン作文と同

様，推敲は個別に行った。完成した作文を以下に

紹介する。一人称はすべて「わたし」に書き替え

てある。

学げい会を思い出して

学
げ
い
会
作
文
シ
ー
ト
⑤

名
ま
え

本
ば
ん
で
ス
テ
ー
ジ
の
上
に
い
る
じ
ぶ
ん
に

に
て
い
る

き
ゅ
う
ち
ゃ
ん

➄
本
ば
ん
を
や
っ
て
い
る
と
き
の
じ
ぶ
ん
き
ゅ
う
ち
ゃ
ん
と
は
な
し
を
し
よ
う
。
何
を
考
え
て
い
た
の
か
な
。
ど
ん
な

気
も
ち
だ
っ
た
の
か
な
。
な
ん
て
言
っ
て
あ
げ
た
い
か
な
。

学げい会を思い出して

学
げ
い
会
作
文
シ
ー
ト
⑥

名
ま
え

⑥
学
げ
い
会
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
よ
う
。
今
、
ど
ん
な
気
も
ち
か
な
。
来
年
は
ど
う
し
た
い
か
な
。
自
分
に
、
な
ん

て
言
っ
て
あ
げ
た
い
か
な
。
お
う
ち
の
人
や
友
だ
ち
、
先
生
か
ら
言
わ
れ
た
こ
と
も
書
い
て
い
い
よ
。

今
の
じ
ぶ
ん

き
ゅ
う
ち
ゃ
ん

完成した C3 のワークシート⑤

完成した C3 のワークシート⑥

が
ん
ば
っ
た
ね
と　

自
分
に　

い
っ
て
あ
げ
た
い
で
す
。
自

分
で
一
ば
ん
う
ま
く
で
き
た
と
お
も
う
の
は
、
と
び
ば
こ
で

す
。
い
っ
ぱ
い
れ
ん
し
ゅ
う
し
た
か
ら
で
す
。
き
め
る
ポ
ー

ズ
も
で
き
ま
し
た
。

お
う
ち
に
か
え
っ
て
か
ら
マ
マ
が
「
じ
ょ
う
ず
だ
っ
た

ね
。
」
と
い
い
ま
し
た
。
お
と
う
さ
ん
は
「
と
び
ば
こ
、
じ
ょ

う
ず
だ
ね
。
」
と
い
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
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学
げ
い
会
の
れ
ん
し
ゅ
う
の
と
き
、
ウ
ィ
ッ
チ
ド
ク
タ
ー

の
こ
ん
に
ち
は
っ
て
言
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
い
っ
ぱ
い　

れ
ん
し
ゅ
う
し
た
の
で
、
う
ま
く
で
き
ま
し
た
。

　

右
、
左
、
前
に
や
る
と
き
、
手
を
ピ
ッ
と
し
て
、
こ
ん
に

ち
は
っ
て
手
を
下
げ
る
の
が
う
ま
く
い
き
ま
し
た
。

　

し
っ
ぱ
い
し
な
い
で
ね
～
。
本
ば
ん
の
と
き
、
し
っ
ぱ
い

し
な
い
で
れ
ん
し
ゅ
う
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
お
ど
ろ
う

ね
。
れ
ん
し
ゅ
う
し
て
い
る
と
き
、
わ
た
し
は
、
自
分
に
言

い
ま
し
た
。

　

出
ば
ん
を
ま
っ
て
い
る
と
き
、
し
っ
ぱ
い
し
な
い
よ
う
に

が
ん
ば
ろ
う
。
ぜ
っ
た
い
、
み
ん
な
が
、
す
ご
い
～
っ
て
言
っ

て
く
れ
る
か
ら
が
ん
ば
ら
な
い
と
。
み
ん
な
を
よ
ろ
こ
ば
せ

て
が
ん
ば
ろ
う
。
き
ん
ち
ょ
う
す
る
け
ど
が
ん
ば
ら
な
い
と

ね
～
。
み
ん
な
、
が
ん
ば
ろ
う
ね
～
。

　

学
げ
い
会
の
本
ば
ん
の
と
き
、
心
の
中
で
、
は
ず
か
し
い

き
も
ち
、
し
っ
ぱ
い
し
な
い
か
な
～
、
手
話
は
む
ず
か
し
い

か
ら
し
っ
ぱ
い
し
な
い
よ
う
に
し
な
い
と
。
き
ん
ち
ょ
う
す

る
な
～
。
ウ
ィ
ッ
チ
ド
ク
タ
ー
も
は
ず
か
し
い
な
～
。
が
ん

ば
ろ
う
。
手
話
の
う
た
も
口
で
こ
え
を
出
さ
な
い
よ
う
に
口

だ
け
で
し
ゃ
べ
ら
な
い
と
ね
～
と
思
い
な
が
ら
や
り
ま
し
た
。

　

本
ば
ん
が
お
わ
っ
て
、
わ
た
し
は
自
分
に
こ
う
言
い
ま
し

た
。
が
ん
ば
っ
た
ね
。
三
年
生
に
な
っ
て
も
が
ん
ば
っ
て
ね
。

み
ん
な
を
よ
ろ
こ
ば
せ
な
い
と
ね
。
お
も
い
や
り
の
う
た
の

前
に
せ
り
ふ
を
言
わ
な
い
と
ね
。
う
ま
く
い
っ
た
ね
。

　

三
年
生
に
な
っ
た
ら
、
も
っ
と
い
い
こ
と
を
み
ん
な
に
見

せ
た
い
な
～
っ
て
思
い
ま
す
。
自
分
に
、
が
ん
ば
っ
た
ね
、

こ
ん
ど
も
が
ん
ば
っ
て
ね
っ
て
言
い
ま
し
た
。
こ
ん
ど
は
、

げ
き
に
し
た
い
な
～
っ
て
思
い
ま
す
。
あ
と
、
四
回
学
げ
い

会
が
あ
る
か
ら
ね
。
三
年
生
に
な
っ
た
ら
お
も
し
ろ
い
げ
き

を
考
え
て
、
み
ん
な
に
見
せ
た
い
な
～
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

ゴ
ー
ゴ
ー
ガ
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ツ
―
キ
ッ
ツ
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わ
た
し
は
、
き
つ
ね
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
で
し
た
。
ダ
ン
ス
で

手
を
口
の
そ
ば
に
お
い
て
、
ま
わ
る
と
こ
ろ
が
わ
た
し
は
楽

し
か
っ
た
で
す
。
れ
ん
し
ゅ
う
の
と
き
ウ
ィ
ッ
チ
ド
ク
タ
ー

の
お
ど
り
で
、
け
い
れ
い
の
や
つ
が
む
ず
か
し
か
っ
た
で
す
。

つ
ぎ
は
、
が
ん
ば
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

本
ば
ん
の
と
き「
ど
き
ど
き
わ
く
わ
く
楽
し
み
。
き
ん
ち
ょ

う
す
る
な
あ
。
ふ
あ
ん
…
マ
マ
…
い
る
か
な
あ
。
本
と
う
に　

ふ
あ
ん
。
あ
と
…
四
回
、
三
・
四
・
五
・
六
年
生
ぜ
ん
ぶ
学
げ
い

会
、
お
わ
ら
な
き
ゃ
。」
と
思
い
ま
し
た
。

　

本
ば
ん
の
と
き
、
ス
テ
ー
ジ
で
、
ど
き
ど
き
し
ま
し
た
。

き
ん
ち
ょ
う
し
ま
し
た
。
ふ
あ
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

マ
マ
は
、
い
る
か
な
あ
。
ち
ょ
っ
ぴ
り
ふ
あ
ん
だ
な
あ
。
で

も
楽
し
み
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　

本
ば
ん
は
、ち
ゃ
ん
と
で
き
ま
し
た
。
い
っ
ぱ
い
れ
ん
し
ゅ

う
し
た
か
ら
い
っ
ぱ
い
お
ど
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ね
。
ス
タ

ン
プ
と
シ
ー
ル
あ
げ
る
ね
と
自
分
に
言
い
た
い
で
す
。

　

来
年
は
、
い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
や
っ
て
、
み
ん
な
を
え
が

お
に
し
た
い
で
す
。
マ
マ
が
「
手
話
、
じ
ょ
う
ず
だ
ね
。」
と

言
っ
て
ま
し
た
。
思
い
や
り
の
う
た
の
手
話
を
い
っ
ぱ
い
れ

ん
し
ゅ
う
し
た
か
ら
で
す
。
家
で
も
れ
ん
し
ゅ
う
し
ま
し
た
。

学
げ
い
会
、
ま
た
、
や
り
た
い
で
す
。

　
　

カ
ン
ナ
ム
ダ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｃ
３

　

れ
ん
し
ゅ
う
の
と
き
の
わ
た
し
は
、
タ
オ
ル
を
み
ぎ
手
で

ふ
り
ま
わ
し
ま
す
。
は
じ
め
か
ら
、
う
ま
く
で
き
ま
し
た
。

　

れ
ん
し
ゅ
う
で
、
一
ば
ん
う
ま
く
い
っ
た
の
は
、
と
び
ば

こ
で
、
足
を
ひ
ら
い
て
と
ぶ
と
び
か
た
で
す
。
と
ん
だ
あ
と
、

ポ
ー
ズ
を
す
る
の
も
で
き
ま
し
た
。

　

れ
ん
し
ゅ
う
の
と
き
、
な
わ
と
び
で
き
る
か
な
あ
。
学
げ

い
会
を
が
ん
ば
る
ぞ
と
思
っ
て
い
た
ら
、
う
ま
く
で
き
ま
し

た
。

　

本
ば
ん
の
ま
え
、ま
っ
て
る
と
き
、き
ん
ち
ょ
う
し
ま
し
た
。

マ
マ
と
お
父
さ
ん
と
妹
が
見
て
る
か
ら
ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
。

　

本
ば
ん
は
ス
テ
ー
ジ
の
上
で
、
う
ま
く
と
べ
る
と
思
い
ま

し
た
。

　

が
ん
ば
っ
た
ね
と
自
分
に
い
っ
て
あ
げ
た
い
で
す
。
自
分

で
一
ば
ん
う
ま
く
で
き
た
と
お
も
う
の
は
、
と
び
ば
こ
で
す
。

い
っ
ぱ
い
れ
ん
し
ゅ
う
し
た
か
ら
で
す
。
き
め
る
ポ
ー
ズ
も

で
き
ま
し
た
。

　

お
う
ち
に
か
え
っ
て
か
ら
マ
マ
が「
じ
ょ
う
ず
だ
っ
た
ね
。」

と
い
い
ま
し
た
。
お
と
う
さ
ん
は
「
と
び
ば
こ
、
じ
ょ
う
ず

だ
ね
。」
と
い
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
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Ⅴ－ 2－ 5　ふりかえり
　以下に，２つの行事作文授業についての子ども

たちのふりかえりを紹介する。

C1 のふりかえり

　字がきれいに書けました。きゅうちゃん，

かわいかったです。作文のきゅうちゃんがい

いです。きゅうちゃんがいたら，作文を書き

たくなるからです。

C2 のふりかえり

　きゅうちゃんをわたしだと思って絵にかい

て，作文に書いてとても楽しかったです。きゅ

うちゃんをかいて，作文用紙に書く方がすき

なべんきょうです。

C3 のふりかえり

　きゅうちゃんをつかってないときより，作

文が楽しいです。

Ⅵ．行事作文に看図アプローチを活用した成果
　特別支援情緒学級において，慣れ親しんだ「きゅ

うちゃん」を活用して行事作文を書いてもらった。

比較的大きな２つの学校行事についての作文であ

る。ともに，行事が終わってから，週末や振替休

日などをはさんで 2 ～ 3 日経過した後に取り組

んだものである。

　１つ目のマラソン記録会作文は，体育の時間に，

一斉指導のもと，皆が同じ場所で同じように練習

し，本番に挑んだことについて書いた。出来事と

しての違いは，記録会当日，自分の家族が応援に

来ているかどうか，そしてそれぞれの走力，順位

である。

　２つ目の学芸会作文は，ほぼ 1 か月にわたる

長い練習・準備期間を経て迎えた本番当日までの

自分のことについて思い出して書く活動であっ

た。こちらは，所属する学年全体が３つのグルー

プに分かれてそれぞれの子どもが自分の担当した

ダンスやリズム体操について時系列に沿って詳細

に思い出す必要があった。

　両行事作文とも，子どもたちは自分に見立て

た「きゅうちゃん」の絵図を根拠に，練習してい

るとき，本番を迎えるとき，本番当日など，一定

の時間を遡ってつぶさに思い出すことができてい

る。授業記録からもわかるように，子どもたちは，

「きゅうちゃん」を頼りに，子ども同士で発言を

つなげながら，思い出す作業を支え合っている。

以前の実践（田中 2023，p.19）で筆者はお話づ

くりの学習において，文章のみの提示では推論す

ることが難しいとされる子どもたちも，「きゅう

ちゃん」の絵図をよく見て考えることで，「この

あと，どういう結末がくるか」を想像してお話を

作ることができることを確認している。今回の実

践では，障害の特性から，何時間も経った出来事

やそのときの自分自身の気持ちや行動について順

序立てて思い出すことの困難な本学級の子どもた

ちも，「きゅうちゃん」を介して過去のある一点

について詳細に思い出せることが確認できた。さ

らに，子どもたちの発言からは自分のことだけで

なく友達の過去の様子を一緒に思い出し合う場面

も数多く見られた。これは，非常に主体的で対話

的な学びの姿とも言えるだろう。特別な支援を要

する子どもたちには，相手の気持ちを慮ることが

苦手な児童も多い。また，相手の表情から他者が

どんな気持ちでいるかを想像することが難しい児

童もいる。しかし，さまざまな動きや微妙な違い

のある表情を持つ「きゅうちゃん」絵図は，そん

な子どもたちにとって，ソーシャルスキルトレー

ニングにもなっているのではないだろうか。

　本稿Ⅴ－ 2 －１学芸会作文１時間目の授業記

録に着目していただきたい。学芸会の担当グルー

プで縄跳びを含むリズム体操をした子どもは縄跳

びきゅうちゃんを自分に見立てていた。縄跳び

きゅうちゃんの絵図を見て，別の 1 人の子ども

が「すごい。二重跳びをしている。」と言ったの

に対して「わたしは学芸会で二重跳びをしていな

い」と言った場面があった。すると，さらに別の

子どもが，その縄跳びきゅうちゃんを見て，「こ

れは縄がビュンビュン回っている様子だ，きゅう
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ちゃんは真剣な顔をしている」と説明を施してい

る。その後，授業者が子どもたちの発言をつなげ

た。「きゅうちゃんは真剣な顔をしている」と言っ

た子どもの発言によって「縄跳びきゅうちゃん」

を自分に見立てた子どもは納得したのである。つ

まり，縄跳びをしている自分を表すために「縄跳

びきゅうちゃん」を選んだ子どもは，別の子の「二

重跳び」という言葉に引っ掛かってしまい，困惑

するが，自分の言葉では，「二重跳びしていない」

と「二重跳び」の言葉を否定するだけで自身の

引っ掛かりを解決できずにいた。しかし，別のも

う 1 人が，跳び縄が二重に見えるのは，縄がビュ

ンビュン回っていることの描写であることを言葉

に表出し，さらに「きゅうちゃんは真剣な顔をし

ている」と付け加えたことで，縄跳びきゅうちゃ

んを自分に見立てた子どもは「真剣に縄跳びをし

ている自分」として納得することができたのであ

る。だからこそ，「頑張るぞって思ってる」とい

う言葉に着地できたのである。子どもたちは「きゅ

うちゃん」絵図の読解を通して，互いの絵図の受

け止め方を尊重しつつも，絵図を選んだ理由や気

持ちを推し量り，言葉に置き換える。その言葉を

伝え合うことを繰り返すうちに固執した考えから

抜け出せず苦しんでいる友達を助けた。子どもた

ちは，しっかりと「きゅうちゃん」絵図に向き合

い，それぞれの子どもの気持ちや言葉に寄り添っ

ていた。「きゅうちゃん」は子どもたちを他者理解，

自己理解へと導き，その場の状況を軟化させたの

である。子どもたちと創る作文授業になった瞬間

でもある。

　子どもたちのふりかえりには「きゅうちゃんが

いたら，作文を書きたくなる」「きゅうちゃんを

わたしだと思って絵にかいて，作文に書いてとて

も楽しい」「きゅうちゃんをかいて，作文用紙に

書く方がすきなべんきょう」「きゅうちゃんをつ

かってないときより，作文が楽しい」という言葉

が見られる。これらの言葉から，過ぎた日の行事

について，遠い記憶である「そのときの様子や自

分の気持ち」を楽しみながら思い出していること

が感じられる。さらには子ども自身が「きゅうちゃ

ん」とともに作文を書くことが「好きな勉強」と

認識している。「きゅうちゃん」絵図があるとき

とないときの自分の気持ちを比較している児童も

いる。看図アプローチを活用した作文授業は，「書

くこと」への意欲や態度をも子ども自身に分析せ

しめている。「きゅうちゃん」は子どもに「作文

が書きたくなる」と言わせる魔力を持っている。

楽しく書けることを子ども自身が認知しているの

だ。

Ⅶ．おわりに－今後の課題
　特別支援学級には，情緒障害により，言語によ

る自分の気持ちの表出が少ない子どもや，喜怒哀

楽の表情が少ないために，他者へ気持ちが伝わら

ない子どももいる。傍から見ると，好きな遊びを

しているときも楽しそうな表情をしていないよう

に見えたり，怒っているときや困っているときも

眉の動きや口元の表情が平坦に見えたりする子ど

ももいる。あるいは，喜怒哀楽を示す他者の表

情から，相手のその感情や表情の理由を読み取

り，理解することが困難な子どももいる。筆者は

昨年度４月から本実践まで８か月間，本稿の対象

児童と授業を創り続けてきた。その中で，特別支

援学級児の「書くこと」による言葉の表出ととも

に，友達と対面する場面や学級会の場などで「言

葉」による気持ちの表出が増えてきたことを報告

（田中 2023）している。そして，「きゅうちゃん」

絵図の微妙な表情の違いや体の動きを見ながら，

友達が解説するきゅうちゃんの動作や気持ちを聞

くことを繰り返すうちに，少しずつだが，他者の

気持ちや表情を理解できるようになってきた児童

の変容を感じている。筆者の授業創り，ひいては

学級経営において，「きゅうちゃん」は子どもた

ちにとってもう 1 人のクラスメートになってい

ると言っても過言ではない。

　看図アプローチを活用することで，今，目の前

で現実に起きていないことでも，その時の自分や

友達の姿を思い出し，対話を生むことができる。

友達と対話することで過去の自分や今の自分の気

持ちを整理することにもつながる。
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　筆者は国語科教育だけでなく，特別支援教育に

おける自立活動にも「きゅうちゃん」の活用（田

中 2023）を継続して行ってきている。自立活動

とは，障害のある児童生徒が障害による学習上ま

たは生活上の困難を主体的に改善・克服するため

に必要な知識，技能，態度及び習慣を養い，もっ

て心身の調和的発達の基盤を養うという目標のも

と，設けられている指導領域である。

　特別な支援を要する子どもたちは様々な場面で

日常生活に困難を感じている。様々な困難の基盤

には感覚や認知の違いがある。しかし，これまで

の筆者の「きゅうちゃん」を活用した看図アプロー

チによる国語科，自立活動等の授業は通常学級の

子どもたちにも特別支援学級の子どもたちにも等

しく受け入れられてきた。そこで今後は，通常学

級の子どもたちと特別支援学級の子どもたちとの

交流学習にも看図アプローチを活用したいと考え

ている。
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